
褥瘡対策チーム 

          

  

褥瘡対策チーム（以下、本チーム）は、2006 年より活動を開始しました。チームと

しては週に１回カンファレンス、回診を行い、褥瘡患者さんの管理、治療行っています。

本チームは皮膚科医師、形成外科医師、皮膚・排泄ケア認定看護師、薬剤師、管理栄養

士、理学療法士で構成されていますが、2021 年から３ヶ月に１回全病棟師長と共に褥

瘡対策委員会を開くことになり、病棟との連携が緊密にとれ、問題点に対して細かく対

応できる体制になりました。 

 当院では患者さんが入院されると、まず、各病棟で看護師が、全ての患者さんの褥瘡

発生の危険性を評価し、その人に合った看護を検討します。そして、院内で褥瘡が発生

した場合は、主治医の判断で皮膚・排泄ケア看護師にコンサルトするか、あるいは、皮

膚科医師、形成外科医師に診察を依頼し、治療が行われますが、これらの患者さんもチ

ーム内で連携をとって管理することになります。 

 また、普段の患者さんへの対応以外に、褥瘡に対する教育活動も継続して行っており、

病院全体として褥瘡への対応がレベルアップできるように取り組んでいます。 

褥瘡対策は、本チームが中心となって行っていますが、院内の全てのスタッフの理解

と協力が必要です。本チームは、これからもこの活動を通じて入院治療の質の向上を目

指して参ります。 


